
 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 ４月３日（土）、女性協では恒例の組合員学習交流会を開催しました。 

 昨年１１月に日生協中央地連が開催した男女共同参画懇談会で、今回

講師に招いた特定非営利活動法人ジェン（ＪＥＮ）事務局長の木山啓子

さんの講演を聞き共感し、ぜひ群馬県でも組合員さんにＪＥＮの活動を

知ってもらい、伝えていただきたいという思いから、今回の組合員学習

交流会を企画いたしました。 

 組合員学習交流会には８９名の組合員・役職員が参加し、講演を聞き

ました。終了間際に参加者の１人の方から募金の呼びかけがあり、集ま

った１万６,９３７円は後日ＪＥＮに送金させていただきました。 

     （編集委員会） 

  

《参加者の感想を紹介します》 
 
 

 

   ず講師JEN事務局長の木山啓子さんの、体全体にみなぎっているようなパワフルなオー

ラと爽やかな笑顔に魅了されました。 

やはり大きな使命を抱いて“利他的”に生きていらっしゃる方のお話は、すべての活動の極

意につながるとも思いました。特にＪＥＮからの私たちへの心がけてほしい5つのお願い「「「「知知知知

ってくださいってくださいってくださいってください」「」「」「」「行動行動行動行動してくださいしてくださいしてくださいしてください」「」「」「」「続続続続けてくださいけてくださいけてくださいけてください」「」「」「」「忘忘忘忘れなでくださいれなでくださいれなでくださいれなでください」「」「」「」「伝伝伝伝えてくださいえてくださいえてくださいえてください」」」」

は生協運動の基本原則に通じるものであります。 

ひとりよがりのボランティアとならないために、“与える支援”ではなく“支える支援”で

あること、自立を助けるためには、課題を設定し、自分たちで解決し、みんなを巻き込んで解

決できるように導くことが大切で、それが未来への希望につながるのだというお話も、まさに

私たちが日々の暮らしを足元から固めていくための大前提であると思いました。 

『ＪＥＮの成功は、一日も早い撤退』とおっしゃる木山さんのお言葉も、生協の到達点は生

協がなくなることという私たちの願いと通じます。木山さんがスタッフの方々へ、「人生最高

だった時間は？」と質問したら、「すごい困難をみんなで力をあわせて乗り越えた時！」と異

口同音に答えられたと聞き、私たちもＪＥＮと協働することで、少しでも世界平和に向けての

お手伝いが出来れば、と心から思いました。 

ＪＥＮの活動に、家で眠っている本などをダンボールに入れて送るだけで、アフガニスタン

やスーダンの学校建設費用になる「ＢＯＯＫ ＭＡＧＩＣ」という活動があるそうです。これ

ならば我がパルシステム群馬でもすぐに実行できるのではないかとも思い、組合員活動の場で

提案するつもりです。貴重なお話を聞かせていただきましてありがとうございました。 



 

 会場では６５人の方からアンケートをいただきました。組合員学習交流会は、いつも半数前後

の人が初めての参加のため、いつもリフレッシュして活気にあふれています。 

 参加者のアンケートからたくさんの“共感・感動の声”をご紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●海外での国際支援をされている木山さんの話はと

ても感動しました。知らないこと（ニュースや新

聞で知っていても）ばかりでした。前に大阪でホ

ームレス支援をしている人の話ですが、貧しい人

が自立できるようにするのが本当の支援だと言っ

ていました。 

●広い視野の活動が聞けて勉強になった。 国際支

援にどのように関わったらよいか、まずは出来る

ことで参加するのはいいことだと思いました。 

●●●●支援支援支援支援をををを必要必要必要必要としているとしているとしているとしている人人人人はははは災害災害災害災害だけでなくだけでなくだけでなくだけでなく日日日日々々々々のののの

生活生活生活生活のののの中中中中（（（（子子子子ども・ども・ども・ども・高齢者高齢者高齢者高齢者））））にありますにありますにありますにあります。。。。そのそのそのその中中中中

でででで支援支援支援支援のありのありのありのあり方方方方のヒントをのヒントをのヒントをのヒントを聞聞聞聞けたとけたとけたとけたと思思思思いますいますいますいます。。。。    

◎世界の支援を必要としている人々へ手をさしのべ続け

ているパワーに感激しました。いまの自分には自分の

生活が安定するよう生きていくのが精一杯かと思いま

すし、支援もわずかな募金程度しかできないけれど、

木山さんのように世界にも目を向けて自分の考えだけ

でなく状況をよく見、聴くことが最後には自分のため

になるのではないかと思いました。 

○予想以上に良いお話でした。“目からウ

ロコ”の思いです。人間は利他的な存在。

人は極限的な状況の時、自分のためには

頑張れない、人のためには頑張れる⇒心

に深く残りました。 

○ニュースでも知らないお話を伺うことが

できて、この講演会に出席でき大変良か

ったです。これを機会に世界に目を向け

てみたいと思います。 

◆◆◆◆人間人間人間人間はははは利他的利他的利他的利他的にににに生生生生きるこきるこきるこきることがとがとがとがDNADNADNADNAでででで組組組組みみみみ込込込込まれているまれているまれているまれている

とととと聞聞聞聞きききき、、、、なるほどとなるほどとなるほどとなるほどと分分分分かりましたかりましたかりましたかりました。。。。他人他人他人他人のためにのためにのためにのために役役役役にににに

立立立立ったったったった時時時時のののの喜喜喜喜びをびをびをびを経験経験経験経験したことからしたことからしたことからしたことから納得納得納得納得でしたでしたでしたでした。。。。支援支援支援支援

についてはについてはについてはについては確確確確かにニーズにかにニーズにかにニーズにかにニーズに合合合合ったったったった支援支援支援支援をしたいとをしたいとをしたいとをしたいと思思思思いいいい

ますますますます。。。。本本本本やややや TTTT シャツのシャツのシャツのシャツの購入購入購入購入などなどなどなど。。。。    

◆◆◆◆知知知知るるるる、、、、行動行動行動行動するするするする、、、、続続続続けるけるけるける、、、、忘忘忘忘れないれないれないれない、、、、伝伝伝伝えるのえるのえるのえるの５５５５つはつはつはつは、、、、

食食食食のののの問題問題問題問題やややや平和運動平和運動平和運動平和運動などなどなどなど、、、、すべてのすべてのすべてのすべての活動活動活動活動にににに共通共通共通共通するこするこするこするこ

とだととだととだととだと思思思思いますいますいますいます。。。。    

◇誰かの役に立つことが大事、との話が印象に残り

ました。その心のあり方を大切にし、今後の活動

につなげたいと思いました。 

◇木山さんのご苦労されている様子や JEN の事を理

解することができました。自分には何ができるの

か・・・考えさせられました。これからも支える

支援をしていきたい！ 

◇支援に対する心がまえ、他人の事を思いやる心、

自分の周りから進めていきたいです。 

▼今現在、戦争になるか止められるかの分岐点が

ある。戦争に進まないための国の方向にとても

関心を持つようになりました。抑止力と言われ

ながら多くの米国の基地は実は恐怖力、戦闘力

でとても心配です。今後も平和な世界に向けて

のご活躍を期待しています。 



 

 

 

 

 

 

パルシステム群馬（本部：高崎、田中三千夏理事長）は、くらしテ

ーマグループ主催のくらし見直し講演会『ももせ式暮らしダイエッ

ト！』を開催しました（３月２日：伊勢崎市民プラザ）。講師に、も

もせいづみ先生をお招きし、４５名の組合員が参加しました。 

講演の中では、冷蔵庫や押入れの整理の仕方、掃除道具の収納など

について、実際にももせ先生のご自宅の写真も見ながら、ポイント

を押さえわかりやすく教えていただきました。 

特に「冷蔵庫はその人の人生を表わしている」そうで、週一回は棚卸しをして、いらないもの

を溜め込まないようにしましょう、ということ

でした。 

また「管理職型の主婦を目指すと、自分も楽

に家事をこなせるようになる。」「収納は平行移

動で2ステップで出し入れできるようにすると

家族も手伝うようになる。」「いらないものは『持

ってけＢＯＸ』で欲しい人に気軽にあげると良

い」等、快適に楽しく家事をこなすための技を

いろいろ教えていただきました。 

参加された組合員からは「目からウロコの話

がいっぱいあり楽しかった。」「先生の優しい人柄が表れた話し方がとても良かった。」「家に帰っ

てすぐにやってみたい事がたくさんあった。」等の声をいただきました。 

 

 

 

 

 

 

コープぐんまでは、すでに男性の育児休暇取得・ノー残業デー・子ども職場体験な

ど、事業面における男女共同参画の取り組みを進めてきました。 

さらに、２０１０年度は、共同参画の視点をもった組合員活動を推進するため、検

討委員会が具体的な取り組みの提案をすることとなりました。働き方や暮らし・地域

が大きく変化する中、生協における活動のすべてを、共同参画の視点をもって見直し、

社会的責任をしっかり果たしていこうと取り組むものです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

米粉（上新粉）          １００ｇ 

ベーキングパウダー  小さじ１強（５ｇ） 

塩分不使用バターまたは 

 ケーキ用マーガリン（常温）１００ｇ 

砂糖               １００ｇ 

卵                 ２個 

干しあんず（みじん切り）   ５０ｇ 

くるみ（粗みじん切り）     ３０ｇ 

 

ポイントポイントポイントポイント    
★ 焼き上がりは、中心に竹串を刺して確かめると良い 

   

小麦粉をそっくり米粉に替えた、コクのある焼き菓子。小麦粉をそっくり米粉に替えた、コクのある焼き菓子。小麦粉をそっくり米粉に替えた、コクのある焼き菓子。小麦粉をそっくり米粉に替えた、コクのある焼き菓子。    

米粉米粉米粉米粉、バター、砂糖が同量の配合で、覚えやすいのも、バター、砂糖が同量の配合で、覚えやすいのも、バター、砂糖が同量の配合で、覚えやすいのも、バター、砂糖が同量の配合で、覚えやすいのも    

うれしいですね。うれしいですね。うれしいですね。うれしいですね。    
 
（ＪＡグループみんなのよい食プロジェクト推進室刊）    

「わたしのごはんブック」から許可をいただいて転載しました。 

 


